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冠側副血行に及ぼす冠静脈洞内圧上昇の意義
―冠静脈洞閉塞法による検討―
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蚤

冠側副血行に及ぼす冠静脈洞内圧上昇の意義

一冠静脈洞閉塞法による検討一
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〔要旨〕冠静脈洞閉塞（CSO）による冠静脈洞内圧上昇が，虚血部心筋への冠側副血行に

いかなる影響を及ぼすかを，麻酔開胸犬を用いて検討した。ＣＳＯは，７８％の例で虚血域の

心筋血流量を増加させ，この際の虚血域心筋血流の変化量と冠静脈洞内圧との間には有意

な正の相関が認められた。また，冠動脈閉塞解除後の反応性充血における％velocityと

CSO時の虚血域血流の変化量および最大冠静脈洞内圧との間には，有意な負の相関が認

められた。これらの成績は，ＣＳＯにより十分な冠静脈洞内圧の上昇が得られる場合には，

非虚血域から虚血域への側副血行血流の増加を介する心筋虚血軽減効果が期待されうるこ

とを示唆する。

序言

近年，急性心筋梗塞の治療や冠血行再建術，あるいは

開心術中における虚血心筋保護を目的として，間歌的冠

静脈洞閉塞法（Intermittentcoronarysinusocclusion，

ICSO）や心電図同期冠静脈逆行潅流法（Synchronized

coronaryvenousretroperfusion）など，冠静脈系からの

逆行性の心筋虚血治療法が試みられている'~３１。そして，

ICSOには心筋保護効果のあること，その機序には虚血

時に蓄積されるtoxicmetabolitesのwashoutや浮腫の

軽減4,5)，冠側副血行の増加などの関与が推測されてい

る６．７)。われわれは，色素注入法を用いてICSOによる心

筋保護の機序を検討し,ICSOにより冠静脈系から虚血域

への逆行性潅流の増加と非虚血域から虚血域への側副血

行血流の増加を報告した８１。しかし，このときの実験系

は閉塞冠動脈末梢部を大気圧に開放した条件下であり，

側副血行血流を過大評価する可能性があった。また側副

血行血流と冠静脈系からの逆行血流の明確な区別が困難

であるなどの問題点を含んでいた。そこで本研究では，
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より生体の冠循環動態に近い環境下における心筋虚血時

の，虚血域，非虚血域それぞれの局所心筋血流分布およ

び冠側副血行に及ぼす冠静脈洞閉塞（coronarysinusoc‐

clusion，ＣＳＯ）の効果について，coloredmicrosphere

法９１を用いて検討した。

実験動物ならびに方法

体重９～１６ｋｇの雑種成犬18頭にsodiumpentobarbi‐

tal（25ｍｇ/kg）による静脈麻酔を行い，気管内挿管した

後人工呼吸器（Harvard613）にて調節呼吸を行い動脈

血酸素分圧を生理的範囲内（80～lOOTorr）に保った。
や

第５肋間から胸骨横断両側開胸し，心臓はpericardial

cradleに吊垂した。右外頚静脈から，特殊な整形を施し

た先端孔７Fballooncatheterを用手的に冠静脈洞内に誘

導し，可及的に開口部に近い部位で，balloon膨脹時

catheterが脱落しない位置に固定して冠静脈洞の閉塞，

開放を可能とした。同時にＭＰＵ０．５型圧transducerを

用いて冠静脈洞内圧（CSP）を測定した。左冠動脈前下

行枝（ＬＡD）の第一対角枝分岐直前にsnareoccluderを

装着し，さらに同部の中枢側に超音波ドップラー血流計

を装着してＬＡＤ血流を測定した。同時に計測した大動

脈圧（ＡＯＰ)，左室圧（LＶＰ)，その他の血行動態指標と
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